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１．はじめに 

 著者らは，既設コンクリート構造物における鋼材腐食発生限界塩化物イオン濃度（以降，Climと称す）を設

定するための方法として，鉄粉散布法なる方法の確立に取り組んできた 1）。本方法の基本的な流れを図－1に

示すが，これまでの方法では，鉄粉の発錆が確認されるまでに数日以上の時間を要することや，鉄粉の発錆が

不安定になるなどの問題が生じてきた。今回，鉄イオンの検出に用いられるヘキサシアノ鉄（Ⅲ）酸カリウム

水溶液（以降，ヘキサ水溶液と称す）を本方法に利用することで，これらの問題を解決できる可能性を見出す

ことができた。 

２．従来の鉄粉散布法の問題点とヘキサ溶液への着目 

 従来の鉄粉散布法を用いた既設コンクリート中の Clim の

設定の流れを図－11）に示す。なお，ここで用いている鉄粉

は粉末冶金用の還元鉄粉である。 

 本方法にとって重要なことは，コア切断面に散布した鉄粉

の腐食発生を早く，明確に確認することである。これまでの

方法では，鉄粉の腐食発生を赤錆の発生にて確認してきた。

しかし，鉄粉に赤錆が発生するまでにはコア切断片への事前

の吸水作業も含めて数日以上を要する。また，実験を重ねる

につれ，十分な量の塩化物イオンが含まれているコアであり

ながら，鉄粉に赤錆が発生しないケースが少なからず現れる

ことも確認された。これらの問題は，コア切断面のアルカリ

濃度の高さや水分状態の不安定さに起因していると考えら

れるが，これまでの方法に変わる鉄粉の腐食発生の確認方法

が必要と考えられた。 

 ここで著者らが着目したのが，鉄イオンの検出に用いられ

ているヘキサ水溶液である。図－2 に示すのは，濃度 3％の

塩水を含ませたろ紙の上に鉄粉を散布し，直後に濃度 2％の

ヘキサ溶液（黄色）を噴霧した様子と，それを密封容器内に

おいた 1時間後の様子である。実験中の温度は 25℃である。

ヘキサ溶液の噴霧直後から鉄粉周辺には鉄イオンの溶解を

示す青色の沈殿が現れ始め，1 時間後にはそれがより明瞭と

なっている。この反応の速さ，明瞭さを利用すれば，鉄粉表

面の不動態皮膜が塩化物イオンにより破壊され，鉄イオンが

溶解しはじめる時点を早く，明確に確認できると考えられた。

なお，この方法では，鉄粉の腐食開始の確認を「不動態皮膜

の破壊による鉄イオンの溶解」で行うことになる。 

 キーワード 鉄粉散布法，ヘキサシアノ鉄（Ⅲ）酸カリウム，塩害 

 連絡先   〒292-0041 千葉県木更津市清見台東 2-11-1 木更津高専環境都市工学科 ＴＥＬ0438-30-4155 

⑦Cl‐濃度測定⇒Clim

①コア採取 ②コア切断

④鉄粉散布③吸水・密閉

⑤発錆確認 ⑥発錆境界で試料採取

ヘキサ水溶液噴霧直後 噴霧から 1時間後

図－1 従来の鉄粉散布法を用いた

Clim設定の流れ（想定）1） 

図－2 ヘキサ水溶液と鉄粉の反応 
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３．ヘキサ溶液を利用した鉄粉散布法 

 ヘキサ溶液を利用した鉄粉散布法の流れについて図－3

に示す。なお，既設コンクリートからコアを採取し，切断

するまでは図－1と共通するため，図－3ではそれら以降の

作業の流れを示している。ここに用いているコア切断片は

凍結防止剤が散布されていたＰＣ橋（撤去済み）の地覆部

より採取されたものであり，①～⑥の写真を通じて切断片

の下側が供用時の暴露面であった。 

 図－3より，コア切断からの実験時間が概ね 1時間程度に

まで短縮されているといえる。本方法ではコア切断片への

事前の吸水作業が必要とされず，鉄粉の腐食発生の確認（青

色沈殿の発生）もヘキサ水溶液噴霧から 30 分程度で可能に

なるため，これが実現されたといえる。 

 また，鉄粉の腐食発生の確認も問題ないといえる。図－4

中の左の写真は図－3 中の⑥の写真を拡大したものであり，

右の写真はその対となるコア切断片で同様に実験した様子

である。双方ともに鉄粉から青色沈殿が現れている境界を

明確に確認できる。また，対となるコア切断片どうしにて

ほぼ同等の位置に青色沈殿の境界が現れていることから，

結果の再現性も有していると考えられる。 

 なお，図－3中の③の写真において，コア切断面上に薄い

紙をかぶせ，ヘキサ溶液の噴霧後に現れる青色沈殿を紙の

裏側に移しとっている。鉄粉から現れる青色沈殿は，コン

クリートの地色との識別がつきにくく，このような方法を

採らざるを得ないと考えられる。 

４．まとめと今後の課題  

 今回，鉄イオンの検出に用いられているヘキサ水溶液を

利用することにより，これまでの鉄粉散布法が抱えていた

実験時間の長さ，結果の不安定さの問題を解決できる可能

性を見出すことができた。 

今後の課題は，この方法の実用性を実証することにあると考えている。すなわち，青色沈殿が現れる境界と

実際の鋼材の腐食との関係を明らかにすることや，青色沈殿が現れる境界位置の塩化物イオン濃度を明らかに

することなどが必要だと考えている。 
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①蒸留水を軽く噴霧 ②鉄粉を散布

④ヘキサ水溶液噴霧③薄い紙をかぶせる

⑤2分後に紙はがす ⑥はがして30分後

図－3 ヘキサ溶液を利用した鉄粉散布法 

    の流れ 

図－4 青色沈殿の境界の様子 
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